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活動概要

成果物の公表予定、
社会への波及効果

１　貧困をなくそう

１２　つくる責任つかう責任
１７　パートナーシップで目標を達成しよう

この活動は以下のSDGsの達成に貢献している。

目標1「貧困をなくそう」
発展途上国では、5人に1人が1日1.90ドル未満で生活しており、必要な衣服を買うのも難しい状況にある。
このような人々に衣類を届けることで、少しでも衣服購入の負担を減らすことができる。また、一般的な人々
の生活に必要とされる、衣・食・住のうち「衣」をカバーすることで、「食」「住」といった貧困のその他の諸要因
に対しても注力しやすくなるのではないかと考えている。

目標3「すべての人に健康と福祉を」
衣服の着用には、ハマダラカによるマラリア感染を防いだり、身体の損傷から身を守ったりする効果がある。
特に免疫が十分でない子どもには衣類の提供が重要であり、活動が広がれば、子ども用衣類の回収が進み、
感染症予防や怪我防止、さらには健康問題の対処にもつながっていく。

目標10「人や国の不平等をなくそう」
貧困による不平等の解消はもちろん、性別による制限もなく、誰もが自由に衣類を選び受け取れる環境が生
まれることで、衣類という一つの要素から民族や宗教、人種といった垣根を超えた互いの文化を尊重しあう
好循環的な社会の形成が可能になると考える。世界には、毎日の着る服に困っている人だけでなく、それに
より学校等で経済状況が露見したという理由から差別的な扱いを受けている人もいる。衣類を集める活動
は、こういった衣類がないという不平等だけでなく衣類を要因とする差別が身近に存在しているということ
をより多くの人に認知してもらうことに繋がるだけでなく、その解決の一助にも成りうる。

目標12「つくる責任 つかう責任」
衣類の製造には多くの資源が必要であり、サイズが合わなくなったり汚れが目立ったりしてもすぐに捨てる
のではなく、回収・再利用することで資源を有効に活用することができる。本企画は、自分には不要でも“他
の人にとっては必要”な衣類として再利用の可能性を秘めている。また、本企画を通して“再利用の意識”を
衣類以外の身近なものに対しても抱いてもらえるようになれば、持続可能的な行動を心掛ける人が増加し、
大量消費大量生産の社会からの脱却も可能となる。

目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」
本企画を通し衣類を回収・お渡しすることで、不要になった衣類が他の人の役に立つという意識を育むこと
のみならず、世界中の人と助け合う信頼の構築にもつながる。「服一枚で社会貢献ができる」という思いが広
がれば、より多くの人がこの活動に関わり、国際協力の輪が広がっていくと考える。

　
　本企画は衣替えの季節にあわせて、島根大学を利用している方々から不要になった衣類を回収し、それを
まず“身近”で必要としている人に届けるという活動である。また、他人が着ていた服を着ることに抵抗のあ
る人への配慮として、島根大学内で衣類を直接渡すのではなく、NPO法人「セカンドライフ」を通じて、衣類
に困っている“世界”の人々にも衣類を届けるという仕組みも整備している。”身近”の人に届けきれなかっ
た衣類についても「セカンドライフ」にお渡しすることで衣類を無駄にすることないように努めた。
　本企画への参画は、島根大学を利用している方々が今持っている服が本当に自分に必要なものかを見直
し、必要なものだけを選び取る習慣を身につける契機になると考えている。
　また、この活動を推進することで、衣類の再利用や資源消費の抑制が期待でき、衣服という身近なものを
通じた国際協力や地域貢献の契機づくりにもつながる。さらに、この取り組みが島根大学生協だけでなく、
他の大学生協、地域にも広がっていくことで、より多くの人々に社会貢献への意識改革を促すことができる
と考える。

NPO法人セカンドライフ
学生EMS委員会

活動報告書

本企画は、衣替えの季節に合わせて島根大学の学生・教職員から不要となった衣類を回収し、それらをまず
“身近”で必要としている学生へ届けることを目的として実施した。また、他人が着用した衣類を利用するこ
とに抵抗のある人への配慮として、学内での直接譲渡だけでなく、NPO法人「セカンドライフ」を通じて衣類
を必要とする“世界”の人々へ届ける仕組みも整備した。学内で必要とされなかった衣類についても「セカン
ドライフ」に寄付することで、衣類を無駄にしない資源循環型の取り組みを実現した。

1. 回収実績と参加状況
回収期間9日間で、学内外の回収拠点において 合計203枚 の衣類が集まった。内訳は以下の通りである。

・ 島大内還元用回収：93枚
・ 島大外還元用回収：110枚
・ 合計：203枚

特に6日目には、島大内44枚、島大外78枚、計122枚と最も多くの衣類が集まり、単純に現役大学生とい
う大学利用者だけでなく生協ショップで勤務されているパートさんや一部の地域住民からの協力も大きかっ
たのではないかと考えている。特に回収量の増加には、生協店舗内モニターでの現場における告知や学生
EMS委員会の協力が大きく寄与したと考える。
また、回収に協力した学生・教職員は幅広い学部にわたり、総合理工学部、生物資源科学部、材料エネルギー
学部、法文学部、職員など多様な層から参加があった。特に1回生の参加が多く、衣替えの時節における衣類
整理のニーズと企画の目的が合致していたことが示されたと言えるだろう。

2. お渡し実績と利用者の傾向
回収後の「お渡し期間」では、13名の利用者に計22枚の衣類を提供した。日別の利用状況は以下の通りで
ある。
・ 1日目：4名／6枚
・ 2日目：2名／4枚
・ 3日目：2名／3枚
・ 4日目：5名／9枚
・ 5日目：0名／0枚

利用者の多くは1回生であり、生活必需品として衣類を必要とする学生にとって本企画が実際的な支援と
なっていることが確認できた。また、1人あたりの受け取り枚数は1〜3枚に集中しており、必要な分だけを
持ち帰るという節度ある利用が見られた。さらにアンケートでは、参加者全員が「次回も参加したい」と回答
しており、満足度は非常に高かった。理由としては「無料で助かる」「良い服が見つかった」「資源を無駄にし
ないのが気持ち良い」「楽しい企画だった」などが挙げられ、経済的メリットと環境的メリットの両面が評価さ
れていたことがわかった。

3. 企画の意義とSDGsへの貢献
本企画は、衣類の再利用を通じて資源消費を抑制し、廃棄物削減に寄与するだけでなく、衣類を必要とする
人々への支援にもつながる取り組みである。特に以下のSDGs目標に対して明確な貢献が見られた。

・目標1「貧困をなくそう」
衣類購入の負担が大きい地域・世界への寄付を通じて、生活基盤の支援に寄与する。

・目標3「すべての人に健康と福祉を」
衣類は感染症予防や身体保護の役割を持ち、特に子どもにとって重要な資源である。

・目標10「人や国の不平等をなくそう」
衣類不足による差別や不平等の解消に寄与し、文化的多様性の尊重にもつながる。

・目標12「つくる責任 つかう責任」
衣類の再利用を促進し、廃棄を減らすことで持続可能な消費行動を促す。

・目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」
生協・学生EMS委員会様・NPO法人セカンドライフ様の連携により、地域と世界をつなぐ協働体制を構築す
ることができた。本企画を通じて、参加者自身が「自分にとって本当に必要なものを選び取る」習慣を見直す
契機となり、衣類という身近な資源を通じた国際協力・地域貢献の意識を高めることができたのではないか
と考える。また、この取り組みが島根大学生協だけでなく、他大学や身近な地域にも広がることで、連鎖的に
持続可能な社会に対して自己の想いを抱き、SDGsの理念に基づき自ら行動するものが増えるのではない
かと期待している。

4. 課題と今後の展望
今回の取り組みでは200着以上の不要な服を回収することができ、そのうち20枚以上を服を必要としてい
る身近な島根大学生に、その他180枚以上をセカンドライフ様を通じて世界に寄付することができた。
数値としてはこのようなっ結果が得られたが、アンケートでは「試着スペースがほしい」という声が複数寄せ
られた。これを踏まえ、次回は簡易カーテンや姿見の設置を検討し、より利用しやすい環境づくりを進めた
い。また、SNSでの認知が低かったことから、広報手段の多様化も課題であると言える。
　今後は、衣服のサイズ・カテゴリ別の陳列、回収量の可視化、二酸化炭素の削減効果の提示など、参加者が
より環境負荷低減を実感できる仕組みを導入することで、SDGs教育としての価値をさらに高めていきた
い。

３　すべての人に健康と福祉を

島根大学生活協同組合住まい事業部

１０　人や国の不平等をなくそう

島根大学生活協同組合住まい事業部　一ノ宮祥吉都

6名

達成に資するSDGｓ目標


